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研究成果の概要（和文）：環境ストレスが慢性炎症を引き起こす機構を種々のオミクスで解析した。１）環境物
質センサー分子Nrf2の欠損マウスを用い、いくつかのソフトな新電子性物質が中枢神経系への影響を検討した。
アクリルアミドが大脳皮質の抗酸化タンパクを誘導し、Nrf2活性化が抗炎症効果を示すことを明らかにした。
２）環境物質センサー分子Ahrの欠損マウス繁殖中に、複数の新たなフェノタイプを発見した。特有の飼育環境
で発生する腸内菌叢が、Ahr欠損でTh17分化を亢進させ、潰瘍性大腸炎様の疾患を誘発する機序を明らかにし
た。また、フェロモンタンパクであるMup遺伝子群のサイレンシングがAhr欠損で生じる機構も明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To analyze the mechanisms by which environmental stress induces chronic 
inflammation, various omics methods were used.　1) By using mice deficient in Nrf2, an environmental
 chemical sensor molecule, we investigated the effects of some soft electrophile substances on the 
central nervous system. We found that acrylamide induces antioxidant proteins in the cerebral cortex
 and that Nrf2 activation has anti-inflammatory effects.　2) Several new phenotypes were discovered 
during the breeding of mice deficient in another environmental chemical sensor molecule Ahr. We 
clarified the mechanism by which intestinal microflora developed in a specific breeding environment 
promotes Th17 differentiation in Ahr-deficient mice and induces ulcerative colitis-like diseases. 
Additionally, the mechanism by which Ahr-deficiency results in silencing of the pheromone protein 
Mup family genes was revealed.

研究分野：社会医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
慢性炎症によって発生する中枢神経系異常や難治性自己免疫疾患は、有害な環境因子や近年の食生活の変化によ
る従来ではなかった微量な化学物質曝露や、それに伴う腸内菌叢の変動によって引き起こされている可能性が示
唆されている。この研究班で行った、アクリルアミド曝露やダイオキシン受容体であるAHRの機能不全による自
己免疫疾患様病態発生に関する所見は、環境毒性学的、予防医学的に極めて重要であり、社会的にも今後重要な
所見となると予想される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
環境因子による様々な持続的曝露（環境ストレス）によって生じる疾患として「慢性炎症」が
存在する。親電子性物質（多環芳香族炭化水素・アクリルアミド・ジクロロプロパン等）による
低用量の曝露はその要因の一つと言える。社会医学的には産業化学物質への曝露による認知障
害や易発ガン性の増加も問題視されている。環境因子によって変動するヒトの脆弱な細胞集団
のエピゲノム変化などが原因と想定される。このような、発症前の病態進行の起点となる希少細
胞を検出した上で、各種オミクスデータを取得し、「未病状態」を分子機構として明瞭にするこ
とは、予防医学・先制医療という観点からも極めて重要である。 
本研究では構成員により既に実績のある、プロテオーム解析・メチローム解析等のオミクスを
駆使して各種プロファイルデータの取得を試み、最終的にそれらデータを用いた機械学習（AI）
による未病の予測法の開発を試みる。研究分担者の一人である市原学教授（東京理科大学薬学系
研究科）は、1-ブロモプロパンの生体影響では世界的産業労働衛生学研究の第一人者である。本
研究課題で要求されるプロテオーム解析でも多くの実績を有している。また藤渕教授は、生物物
理学出身の数学者であり、あらゆる統計学的数理的解析に長け、研究代表の大迫とは長期に共同
研究を行った実績をもつ。 
 
２．研究の目的 
この計画班では、酸化ストレスに対する生体内防御機構のマスター遺伝子である Nrf2 のノッ
クアウトマウスを用い、環境化学物質特にソフトな親電子性物質による中枢神経系障害をアク
リルアミド（古くから神経毒として有名であったが、メーラード反応によりポテトチップ等の過
熱食品にも微量含まれることが問題視）や 1,2-ジクロロプロパン（職業現場における曝露によ
り胆管がんが発症、多数の被害者が出たことで知られる）を曝露して解析、また、環境因子の低
レベルの慢性曝露と発癌にはエピゲノム変化等の定着と関連するアリールハイドロカーボン受
容体（Ahr）と慢性炎症に関し AhrKO マウスを用いた。AhrKO マウスについては、研究途上、
潰瘍性大腸炎（UC）を発症すること、肝臓におけるフェロモンタンパクの発現停止など、これ
まで報告のなかった新たなフェノタイプを発見し、Ahr 欠損がもたらす Th17 分化亢進メカニ
ズムや性ホルモン受容体と Ahr 相互作用の重要性の再検討に力点を移した。 
 
３．研究の方法 
・新電子性物質による神経炎症と胆管癌発症メカニズム：アクリルアミド（ACR）を 10 週齢雄
ラットに 0, 0.2, 2, 20 mg/kg 体重で 5週間経口投与し、大脳病理検索および大脳皮質におけ
る炎症性サイトカインの発現変動を観察した。また、10 週齢雄Nrf2KOマウスに 0, 67, 110、
200 ppm の ACR 溶液を 28 日間飲水投与した。米国環境保護庁（EPA）の Functional 
Observational Battery (FOB)の 1 つである着陸開脚テストを行った。NQO1,SOD-1, HO-1, 
Arg1, Fizz1, Chi3l3, IL-4Rα, CD206, TGFβ1, IL-1β, TNF-α, iNOS の発現を RT-qPCR で検
討した。また、ヒト胆管細胞MMNK-1 に 1,2-ジクロロプロパン（1,2-DCP）を曝露して γH2AX
免疫染色、DNA 損傷、IL-1β と TNF-α 発現を ELISA で測定した。 
・Ahr 欠損がもたらす新たなフェノタイプ：Ahr の欠損と新電子性物質の研究のため AhrKOを
ヘテロ雌雄の交配により東京理科大学 SPF 施設で繁殖させた。AhrKOはホモ個体による繁殖維
持が困難であることが 20 年近い経験上わかっていたためである。面白いことに雄個体では無精
子症が観察され、すべての雌雄 KOマウスに脱肛を伴う大腸炎が観察された。肝臓の RNA-seq、
肝臓と精子 DNA の RRBS、16S rRNA による NGS マイクロバーオーム解析、肝臓と大腸のメ
タボローム解析（トリプトファン代謝パネル）、FCM、ナイーブ T細胞からのヘルパーT細胞分
化培養、等必要な解析を可能な限り行った。 
 
４．研究成果 
（１）ACRの神経毒性におけるミクログリア活性化と神経炎症の役割を明らかにした。ACRへ
の 5週間曝露は大脳皮質における IL-1β, IL-6,と IL-18 の発現を誘導した。ACR はミクログリ



アマーカーCD11b と CD40 の発現を増加させ、CD11b/c 陽性のミクログリア領域と突起長を
増加させた。インビトロ実験では、ACRへの曝露は BV2 ミクログリア細胞における時間および
量異存的な IL-1β、 IL-18、iNOS の mRNA 発現を増加させた。ACR による炎症促進サイトカ
イン誘導は、NLRP3 経路を介していることが、阻害剤実験によりわかった。（Zong C. et al., 
Arch Toxicol. 2019）。 
（２）Nrf2KO 雄マウス 15 匹と野生型雄マウス 15 匹をそれぞれ 1 群 5 匹ずつの 3 群に分け、
0, 67, 200 ppmのアクリルアミド（ACR）溶液を 28 日間飲水投与した。飲水量は毎日記録し、
ACR摂取量を推定した。米国環境保護庁（EPA）の Functional Observational Battery (FOB)
の 1 つである Landing Foot Splay を計測した。その結果、アクリルアミド 200ppm 曝露
Nrf2KOマウスは ACR 200ppm曝露野生型マウスよりも有意に Landing Foot Splay 値が増大
した。小脳重量および全脳重量についてもNrf2 の欠損により 200ppm ACR 曝露条件下で有意
に減少した。また、Nrf2KOマウスとではミクログリア領域と突起長増大、ノルアドレナリンお
よびセロトニン神経線維密度低下すること、ACR による抗酸化タンパク誘導抑制、炎症促進サ
イトカイン発現促進が認められた（Ekuban FA. et al., Toxicology. 2021）。 

 
（３）1,2-DCP 誘導性胆管がん発症機序を明らかにするために、ヒト胆管細胞MMNK-1 とヒト
単球由来マクロファージを用いて実験を行った。1,2-DCP への曝露は単培養 MMNK-1 胆管細
胞の増殖を増加させたが、マクロファージとの共培養下では増加させなかった。1,2-DCP はマ
クロファージと共培養した胆管細胞における LDH 細胞毒性、DNA 損傷、ROS 産生を増加せた
が、単培養胆管細胞では増加させなかった。1,2-DCP はマクロファージにおける IL-1β と TNF-
α タンパク発現を増加させた。これら結果は、1,2-DCP の ROS 産生と DNA 損傷を増加させる
マクロファージの役割を示した（Ekuban A. et al., Toxics. 2021）。 

 
（４）AhrKO では無精子症が認められた。以前より報告されていた繁殖率の低さの原因と考え
られる。また、本研究の遂行過程で AhrKO マウスを SPF 施設で繁殖していたところ、すべての
ホモ個体のみに軟便・下血・脱肛を呈し、脾臓と腸間膜リンパ節の肥大、大腸の肥厚と粘膜固有
層の著しい炎症性細胞浸潤が認められ、いずれの組織でも CD4+IL17+IFNg- Th17 細胞が著し
く増加していることが FCM 解析わかった。これらの結果より AhrKO マウスは、特異的な自己
免疫疾患様の大腸炎（IBD）のモデルになりうることがわかった。抗生物質投与により発症が抑
えられたこと、他施設における繁殖では発症が認められなかったこと、メタゲノム解析では施設
特有の細菌叢が存在していたことなどから、何らかの細菌抗原をトリガーとした Th17 亢進を
伴う大腸炎であることが示唆された。ヒト IBDのトランスクリプトームデータを用いた Ahr シ



グナル関連分子との相関性も認められた。得られた知見は IBD 治療研究に将来寄与するもとと
思われる（in preparation）。 

 
（５）RNA-seq で AhrKO マウス肝臓の網羅的遺伝子発現解析を行ったところ、野生型で発現
しているMajor Urinary Protein(Mup)ファミリー遺伝子 20 種の多くがほぼ発現がなくなって
いることを発見した。Mup はアンドロゲン依存性であるため AR の発現を調べたところmRNA
レベルで 80％近く有意な減少がみられた一方、タンパクレベルでは細胞質分画核抽出液ともに
AhrKO で増加しており、既報のネガティブフィードバック制御により AR 遺伝子発現が減少し
たものと考えられた。MEF を使った３MC 添加実験でリガンド依存的に分解が促進されるとい
う過去の報告と一致する結果も得た。Mup19 の TSS 上流を用いたレポーターアッセイでは、
Ahr および ARの強発現、3MCや DHTによる影響が認められなかった。WTと KOの肝臓にお
ける DNA メチル化を RRBS や Mup19 遺伝子のクロマチン修飾解析を行ったところ、H3K9-
m2, H4K20-3me が上昇、H4-ac は上昇していた。上記の結果より、Ahr の欠損は正常な状態
より AR のタンパクレベルを上昇させることに起因して、Mup 遺伝子ファミリーのクロマチン
構造を変化させ、遺伝子発現をサイレンシングさるものと考えられる（in preparation）。 
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Gaku Ichihara

93(7)

10.1007/s00420-019-01430-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pyrrole adducts in globin and plasma of workers exposed to hexane

Int Arch Occup Environ Health 873-881

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ichihara G, Amarnath V, Valentine HL, Takeshita T, Morimoto K, Sobue T, Kawai T, Valentine WM. 92(6)
 １．著者名

10.1002/1348-9585.12052

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Urinary trimethyl tin reflects blood trimethyl tin in workers recycling organotins

J Occup Health 257-260

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ichihara G, Iida M, Watanabe E, Fujie T, Kaji T, Lee E, Kim Y. 61(3)
 １．著者名

10.1093/toxsci/kfy280.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Exposure to 1,2-dichloropropane upregulates the expression of activation-induced cytidine
deaminase (AID) in human cholangiocytes co-cultured with macrophages.

Toxicological Sciences 137-148

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Zong C, Kimura Y, Kinoshita K, Takasu S, Zhang X, Sakurai T, Sekido Y, Ichihara S, Endo G,
*Ichihara G
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 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.apsusc.2019.06.017

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Drosophila melanogaster as an in vivo model to study the potential toxicity of cerium oxide
nanoparticles

Applied Surface Science 70-80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Vignesh Sundararajan, Pallavi Dan, Ajay Kumar, G. Devanand Venkatasubbu, Sahoko Ichihara, Gaku
Ichihara, Sahabudeen Sheik Mohideen

490
 １．著者名

10.1007/s00204-019-02471-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Role of microglial activation and neuroinflammation in neurotoxicity of acrylamide in vivo and
in vitro"

Arch Toxicol 2007-2019

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Cai Zong, Rieka Hasegawa, Makoto Urushitani, Lingyi Zhang, Daichi Nagashima, Toshihiro Sakurai,
Sahoko Ichihara, Seiichiroh Ohsako, Gaku Ichihara

93(7)
 １．著者名

10.1186/s12989-019-0302-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Particle toxicology and health - where are we?

Particle and Fibre Toxicology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Riediker Michael、Zink Daniele、Kreyling Wolfgang、Oberdorster G、Elder Alison、Graham Uschi、
Lynch Iseult、Duschl Albert、Ichihara Gaku、Ichihara Sahoko、Kobayashi Takahiro、Hisanaga
Naomi、Umezawa Masakazu、Cheng Tsun-Jen、Handy Richard、Gulumian Mary、Tinkle Sally、Cassee
Flemming

16(1)

10.1007/s00204-019-02446-1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ablation of aryl hydrocarbon receptor promotes angiotensin II-induced cardiac fibrosis through
enhanced c-Jun/HIF-1α signaling.

Arch Toxicol 1543-1553

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ichihara S, Li P, Mise N, Suzuki Y, Izuoka K, Nakajima T, Gonzalez F, Ichihara G. 93(6)
 １．著者名



2019年

2020年

2020年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1262/jrd.2019-069

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Exploring disease-specific methylated CpGs in human male genital abnormalities by using MSD-
AFLP.

J Reprod Dev 491-497

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Aiba T, Saito T, Hayashi A, Sato S, Yunokawa H, Fukami M, Hayashi Y, Mizuno K, Sato Y, Kojima
Y, Ohsako S.

65(6)
 １．著者名

10.1021/acs.chemrestox.9b00478

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Functionalized surface-charge SiO2 nanoparticles induce pro-inflammatory responses, but are not
lethal to Caco-2 cells.

Chem Res Toxicol -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tada-Oikawa S, Eguchi M, Yasuda MT, Izuoka K, Ikegami A, Vranic S, Boland S, Tran L, Ichihara
G, Ichihara S

-
 １．著者名

10.1016/j.neuro.2020.03.001

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Exposure to acrylamide decreases noradrenergic axons in rat brain.

Neurotoxicology 127-133

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Zhang L, Hara S, Ichinose H, Nagashima D, Morita K, Sakurai T, Ichihara S, Ichihara G 78
 １．著者名

10.1186/s12989-019-0328-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Role of Nrf2 in inflammatory response in lung of mice exposed to zinc oxide nanoparticles.

Part Fibre Toxicol. 47-

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sehsah R, Wu W, Ichihara S, Hashimoto N, Hasegawa Y, Zong C, Itoh K, Yamamoto M, Elsayed AA,
El-Bestar S, Kamel E, Ichihara G.

16(1)
 １．著者名



2019年

2018年

2019年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1007/s00244-017-0466-x

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Expression of Xenobiotic Biomarkers CYP1 Family in Preputial Tissue of Patients with
Hypospadias and Phimosis and Its Association with DNA Methylation Level of SRD5A2 Minimal
Promoter

Archives of Environmental Contamination and Toxicology 240～247

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ohsako Seiichiroh, Aiba Toshiki, Miyado Mami, Fukami Maki, Ogata Tsutomu, Hayashi Yutaro,
Mizuno Kentaro, Kojima Yoshiyuki

74
 １．著者名

10.1002/1348-9585.12073

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Occupational exposure limits for cumene, 2,4-dichlorophenoxy acetic acid, silicon carbide
whisker, benzyl alcohol, and methylamine, and carcinogenicity, occupational sensitizer, and
reproductive toxicant classifications.

J Occup Health 328-330

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ichihara G, 他 61(4)
 １．著者名

10.1186/s41021-018-0099

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Does the prenatal bisphenol A exposure alter DNA methylation levels in the mouse hippocampus? :
Analysis using a high-sensitivity methylome technique.

Genes Environ -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Aiba T, Saito T, Hayashi A, Sato S, Yunokawa H, Maruyama R, Fujibuchi W, and Ohsako S 40(12)
 １．著者名

10.3390/ijms20112687

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tyroxine hydroxylase-positive neuronal cell population is increased by temporal dioxin exposure
at early stage of differentiation from human embryonic stem cells.

Int J Mol Sci -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sarma SN, Nagano R, Ohsako S 20(11)
 １．著者名



2018年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1093/toxsci/kfx272

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Exposure of Mice to 1,2-Dichloropropane Induces CYP450-Dependent Proliferation and Apoptosis of
Cholangiocytes

Toxicological Sciences 559～569

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Zhang Xiao, Zong Cai, Zhang Lingyi, Garner Edwin, Sugie Shigeyuki, Huang Chinyen, Wu Wenting,
Chang Jie, Sakurai Toshihiro, Kato Masashi, Ichihara Sahoko, Kumagai Shinji, Ichihara Gaku

162

10.1539/joh.17-0148-OP

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Occupational exposure limits for ethylene glycol monobutyl ether, isoprene, isopropyl acetate
and propyleneimine, and classifications on carcinogenicity, occupational sensitizer and
reproductive toxicant

Journal of Occupational Health 364-366

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Committee for Recommendation of Occupational Exposure Limits, Japan Society for Occupational
Health, Azuma K, Endo G, Endo Y, Fukushima T, Hara K, Hori H, Horie S, Horiguchi H, Ichiba M,
Ichihara G,  et al

59(4)

10.1186/s12867-017-0083-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Methylated site display (MSD)-AFLP, a sensitive and affordable method for analysis of CpG
methylation profiles

BMC Molecular Biology 7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Aiba Toshiki, Saito Toshiyuki, Hayashi Akiko, Sato Shinji, Yunokawa Harunobu, Maruyama Toru,
Fujibuchi Wataru, Kurita Hisaka, Tohyama Chiharu, Ohsako Seiichiroh

18
 １．著者名

10.1186/s41021-017-0089-5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Detection of dioxin-induced demethylation of mouse Cyp1a1 gene promoter by a new labeling
method for short DNA fragments possessing 5'-methylcytosine at the end

Genes and Environment 1

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kurita Hisaka, Aiba Toshiki, Saito Toshiyuki, Ohsako Seiichiroh 40
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1002/sctm.17-0144

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Report of the International Stem Cell Banking Initiative Workshop Activity: Current Hurdles and
Progress in Seed-Stock Banking of Human Pluripotent Stem Cells

STEM CELLS Translational Medicine 1956～1962

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Kim Jung-Hyun、Kurtz Andreas、Yuan Bao-Zhu、Zeng Fanyi、Lomax Geoff、Loring Jeanne F.、Crook
Jeremy、Ju Ji Hyeon、Clarke Laura、Inamdar Maneesha S.、Pera Martin、Firpo Meri T.、Sheldon
Michael、Rahman Nafees、O'Shea Orla、Pranke Patricia、Zhou Qi、Isasi Rosario、et al.

6

10.1016/j.stemcr.2017.12.002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Standard Nomenclature for Referencing and Authentication of Pluripotent Stem Cells

Stem Cell Reports 1～6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Kurtz Andreas、Seltmann Stefanie、Bairoch Amos、Bittner Marie-Sophie、Bruce Kevin、Capes-Davis
Amanda、Clarke Laura、Crook Jeremy M.、Daheron Laurence、Dewender Johannes、Faulconbridge
Adam、Fujibuchi Wataru、Gutteridge Alexander、Hei Derek J.、Kim Yong-Ou、et al.

10

10.1186/s12885-018-4221-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The DNA methylation profile of liver tumors in C3H mice and identification of differentially
methylated regions involved in the regulation of tumorigenic genes

BMC Cancer 317

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Matsushita Junya, Okamura Kazuyuki, Nakabayashi Kazuhiko, Suzuki Takehiro, Horibe Yu, Kawai
Tomoko, Sakurai Toshihiro, Yamashita Satoshi, Higami Yoshikazu, Ichihara Gaku, Hata Kenichiro,
Nohara Keiko

18

10.1371/journal.pone.0192624

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Proteomics analysis identified peroxiredoxin 2 involved in early-phase left ventricular
impairment in hamsters with cardiomyopathy

PLOS ONE e0192624

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kuzuya Kentaro, Ichihara Sahoko, Suzuki Yuka, Inoue Chisa, Ichihara Gaku, Kurimoto Syota,
Oikawa Shinji
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 １．著者名
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潰瘍性大腸炎のRNA-seqデータを用いたアリールハイドロカーボン受容体関連遺伝子に関するデータドリブン研究

Role of oxidative stress and caspase-8 in non-cell autonomous mechanisms of acrylamide-induced neurodegeneration

1,2-ジクロロプロパン経口投与がマウス肝に与える影響及びNrf2 の役割

RNA-Seq analysis of 1C11NE neurons reveals important roles of microglia and proteasome pathway in environmental
electrophileinduced neurodegeneration
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Deletion of Nrf2 aggravates acrylamide-induced degeneration of monoaminergic axons in mice

Role of macrophages in cytotoxicity, reactive oxygen species production and DNA damage in 1,2-dichloropropane-exposed human
cholangiocytes in vitro

Role of microglia in mediating neurite retraction of noradrenergic neurons following acrylamide exposure and transcriptomic
analysis

Genetic ablation of Nrf2 exacerbates neurotoxic effects of acrylamide in mice
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Microglia mediates neurite retraction of monoaminergic neurons in acrylamide exposure.

Microglia mediates neurite retraction of monoaminergic neurons in acrylamide exposure.
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